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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・人事異動の公示がされましたので、各自で病棟業務や受け持ち担当患者様の引き

継ぎを行うようにしていきましょう。また、次月の勤務表が分かり次第、春の会の会費を支払いましょう。

・4/8（木）、職員ロッカーの入れ替えを行います。当日、公休等で行えなかったスタッフは順次入れ替えを行う予定となっています。ロッカー内清掃した上で受け渡ししましょう。

＜患者様連絡事項＞

・八木橋　牧雄様～目の痒みを訴え、メインター点眼液（眼科用剤）が1本処方となっています。1日3回（毎食後）の点眼となっていますので、点眼液は自己管理となります。使用状況の観察と目の掻痒感の有無を確認して行きましょう。点眼のチェックに関して、服薬チェック表へ○の横に｢．｣を付ける事となっていますのでこちらの確認も忘れずにチェック行っていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・軟膏・服薬に関する変更はありません。

＜自己服薬管理状況・評価改善案＞

・井上　和美様～現在、スタッフ管理にて服用して頂いています。服薬状況はスムーズで、服薬に関する意識も持つ事が出来ている事から自己服薬管理1日分の開始を、4/9（金）のリーダーは主治医へ確認して行きましょう。

・江刺家　陽輝様～1週間分の自己服薬管理、スムーズに行う事が出来ています。忘薬等もありません。引き続き、忘れる事はないか、時間に来られているか服薬状況の観察をして行きましょう。

・佐々木　康子様～就床前薬の際、声掛けで服薬する事が継続して見られています。忘薬・セットミス等はありませんが、自分で起きる事が困難なときがありますので、引き続き、3日4日分の自己服薬管理を継続して頂き様子観察をして行きましょう。

・飯豊　信雄様～現在、1日分の自己管理を行っていますが、服薬セットミス・忘薬なく出来ています。今後、3日・4日分へステップアップ出来るよう主治医へ確認をして行きましょう。

・沢田　三朗様～現在、3日・4日分の自己管理を行っていますが、服薬セットミス・忘薬なく出来ています。今後、1週間分へステップアップ可能ではないかとの意見ありますので、主治医へ確認をして行きましょう。また、服薬管理等は出来ていますが、入院の経緯として怠薬傾向による症状の悪化が見られた方なので、服薬に関する指導を並行して実施して行きましょう。

・小坂　君子様～現在、スタッフ管理にて服薬しており、服薬状況はスムーズで服薬に関する意識も持つ事が出来ています。最終目標が退院となっている事から、今後に向けて自己服薬管理1日分からの開始を主治医へ確認して行きましょう。本人より「薬を他の人に盗られるのではないか？」と服薬に対する不安感が聞かれています。スタッフがしっかり巡視している為、盗られる心配はない事、自分の目でしっかりと確認していけば、すぐ異変に気付くことができる為、安心してすすめていけるように説明していきましょう。

＜Dr安ヶ平ケース検討＞

※4/20（火）～22（木）まで行われる、お花見会への参加を安ヶ平Drへ確認しています。全員参加して良いとの許可頂きました。

・上村　みわ様～鼻汁の訴え聞かれ、主治医より経過観察の指示が出ていますが一方的に処方を希望する事があり、タベジール2T　2×朝・夕/2T（抗ヒスタミン剤）が処方となっています。鼻汁の有無・薬の効果観察をして行きましょう。

診察の際、他者が診察を行う順番にも関わらず勝手に診察室へ入り割り込む事があり、主治医より「様子を見てみましょう」と説明されるも処方を一方的に希望する事があります。「背が伸びるようで伸びない。調子は変わらない」と話されていますが、妄想・幻聴に左右された行動・発言の観察を行っていきましょう。

＜業務分担申し送り・引き継ぎ事項＞

※次年度も北病棟勤務となるスタッフは、各業務分担の申し送り・引き継ぎ事項を確認しておくようにして下さい。

【ナイトプログラム】

・話題を見つけ、話し合う事が出来るようになってきているが、治療目的意識が薄れてきている傾向がある為、2～3ヶ月に一度振り返り行う必要がある。
・全患者様で相談する内容であるか、個別で相談する内容であるか見極める力が必要であり、全患者様が個人へ押し付けにならないような状況を作る必要がある。（マナー・物のやりとり等）
・時折、内容がズレているときもある為、内容が伝わるように修正する力を修得していく必要がある。
・今年度の週3回に増やし実施してきての評価をし、グループ編成が必要であれば考えていく。
【服薬】

・服薬モジュールの書式変更
　表紙は必要ない。SGM・JGMの確認サインを、スタッフ評価の隣に枠をつくる。

・評価したら都度確認サインもらう。
・服薬自己管理ステップアップの患者様ピックアップと、管理状況についてカンファレンスで話し合う。服薬自己管理進めていくにあたり、モジュール評価実施・自己管理許可書作成を患者様担当スタッフへ声掛けしていく。































































